
栗原市長定例記者会見 

 

日 時  令和７年１１月７日（金） 

  午前１１時 

場 所  栗原市役所 庁議室 

 

 

１．栗原市誕生２０周年記念事業 陸上自衛隊第６音楽隊コンサート及び 

令和７年度栗原市礼遇者推戴式並びに表彰式の開催について 

（総務部 総務課）P 1 

 

 

２．栗原ハーフマラソン２０２５の開催について 

（教育部 社会教育課）P 3 

 

 

３．令和８年 栗原市二十歳を祝う会について 

（教育部 社会教育課）P 6 

 

 

４．栗原市２０周年記念給食について 

（市民生活部 子育て支援課・こども家庭センター）P 7 

 

 

５．栗駒山麓ジオパーク認定１０周年記念フォーラムについて 

（商工観光部 ジオパーク推進室）P 9 

 

 

６．観光関連イベント情報について 

（商工観光部 田園観光課）P 12 

 

 

７．その他 



 

 

 

栗原市誕生２０周年記念事業 陸上自衛隊第６音楽隊コンサート及び 

令和７年度栗原市礼遇者推戴式並びに表彰式の開催について 

 
１ 開催日時・場所 

  日 時 令和７年１１月２３日（日）勤労感謝の日 

       （開場）午後０時３０分 

・第一部 栗原市誕生２０周年記念事業 陸上自衛隊第６音楽隊記念コンサート 

午後１時から 

    ・第二部 令和７年度栗原市礼遇者推戴式並びに表彰式 

         午後２時３０分から 

場 所 栗原文化会館（ホール） 

 

２ 被表彰者 

  礼遇者推戴  １０人（前栗原市議会議員） 

   表彰状贈呈者 ６７人、１団体 （表彰状及び記念品を贈呈） 

  【表彰の内訳】 

 地方自治功労  ２人  産業功労   ２人  教育文化功労 ６人 

 民生安定功労  １人  健康衛生功労 ２人  交通安全功労 ３人 

 消防防災功労 ５０人  統計調査功労 １人  寄附     １団体 

 

３ 御案内者 

礼遇者、来賓及び案内者約４７４人（市議会議員、農業委員、行政区長ほか）。 

 

４ 次 第 

⑴ 第一部 

   栗原市誕生２０周年記念事業 自衛隊音楽隊記念コンサート 

 ⑵ 第二部 

   令和７年度栗原市礼遇者推戴式並びに表彰式 

① 開式 

② 国歌斉唱 

③ 市民歌斉唱 

④ 市民憲章唱和 

⑤ 式辞（市長） 

  ⑥ 礼遇者の推戴 

⑦ 表彰状の贈呈 

⑧ 祝辞（市議会議長 衆議院議員 県議会議員）・来賓紹介・祝電の披露 

⑨ 閉会 

 

記 者 発 表 資 料 

令和７年１１月７日 

栗原市総務部総務課 

℡ 0228-22-1122 
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栗原ハーフマラソン２０２５
ニーゼロニーゴ

 大会概要について 
 

１ 大会名称  栗原ハーフマラソン２０２５
ニーゼロニーゴ

 

 

２ 主  催  栗原市、栗原市教育委員会、栗原市陸上競技協会 

 

３ 期  日  令和７年１１月９日（日） 

 

４ 会  場  栗原市ハーフマラソンコース（若柳中学校前発着） 

        日本陸上競技連盟公認長距離競走路（ハーフ、１０km） 

 

５ 参加申込  ハーフ（８部門） 定員 ８００人 ⇒ 申込  ８００人 

        １０㎞（４部門） 定員 ２００人 ⇒ 申込  ２０２人 

         ５㎞（４部門） 定員 １００人 ⇒ 申込   ９７人 

         ３㎞（２部門） 定員 １００人 ⇒ 申込   ６０人 

         ２㎞ 親子ペア  定員 ２００組 ⇒ 申込  １３３組（２６６人） 

                           合計１，４２５人 

 

６ 当日スケジュール 

         ８：４０ 開会式 

         ９：００ ３㎞ スタート 

         ９：２５ ２㎞親子ペア スタート 

        １０：００ ハーフ スタート 

        １０：２０ ５㎞ スタート 

        １０：３０ １０km スタート 

        １３：３０ 大会終了予定 

 

７ 表  彰  １０：００から随時 

 各部門６位まで表彰 

副賞は１～３位までメダル等 

 

８ ゲストランナー  高橋 千恵美さん 

           （ミズノブランドアンバサダー 栗原市若柳地区出身） 

           萌
も

江
え

さん 

           （応援ランナー、シンガーソングライター） 

記 者 会 見 資 料 

令和７年１１月７日 

教育部社会教育課 

電話：0228-42-3514 
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１
名

を
「

仙
台

国
際

ハ
ー

フ
マ

ラ
ソ

ン
20

26
」

に
派

遣
（

辞
退

の
場

合
は

次
点

の
者

）

開
催
日
：
令

和
７

年
1

1
月

９
日（

日
）

雨
天

決
行

会
　
場
：
宮

城
県

 栗
原

市
立

 若
柳

中
学

校
コ
ー
ス
：
栗

原
市

ハ
ー

フ
マ

ラ
ソ

ン
コ

ー
ス

（
JA
A
F
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
長
距
離
競
走
路

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
１
０
km
）

大
会
１
０
日
前
ま
で
に
「
参
加
案
内
・
ゼ
ッ
ケ
ン
・
計
測

タ
グ
・
参
加
賞
」
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
ゼ
ッ
ケ
ン
・
計

測
タ
グ
は
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
紛
失
や
忘
れ
た
場
合
は
、
当
日
有
料
（
1
,0
0
0
円
）

で
の
再
発
行
と
な
り
ま
す
。

◎
開
　
会
　
式
…
…
…
…
…
…
…
…
8
：
4
0

◎
競
技
ス
タ
ー
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
9
：
0
0

◎
表
　
彰
　

※
当
日
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
タ
ー
ト
時
刻
の
3
0
分
前
に

　
選
手
待
機
ゾ
ー
ン
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

式
…
…
…
…
…
…
…
…
1
0
：
0
0
～

◎
大
会
終
了
…
…
…
…
…
…
…
…
1
3
：
3
0

種
目

種
目
番
号

定
　
員

部
門
・
参
加
資
格

2
km
親
子
ペ
ア
の
部

ス
タ
ー
ト
時
刻
 
9：
2
5

親
子
ペ
ア

1
9

子
ど
も
は
小
学
生
以
下

2
0
0
組

3
km
の
部

ス
タ
ー
ト
時
刻
 
9：
0
0

一
　
般

中
学
生
以
上

中
学
生
以
上

1
7
1
8

男
子
女
子

1
0
0
名

5
km
の
部

ス
タ
ー
ト
時
刻
 1
0：
2
0

一
　
般

1
3
1
4
1
5
1
6

男
子

女
子

高
校
生
～
3
9
歳

4
0
歳
以
上

高
校
生
～
3
9
歳

4
0
歳
以
上

1
0
0
名

1
0
km
の
部

ス
タ
ー
ト
時
刻
 1
0：
3
0

一
　
般

9 1
0
1
1
1
2

男
子

女
子

高
校
生
～
3
9
歳

4
0
歳
以
上

高
校
生
～
3
9
歳

4
0
歳
以
上

2
0
0
名

ハ
ー
フ
の
部

ス
タ
ー
ト
時
刻
 1
0：
0
0

陸
連
登
録
者

一
　
般

1 2 3 4 5 6 7 ８

男
子
女
子
男
子

女
子

1
8
～
3
9
歳

4
0
～
5
9
歳

6
0
歳
以
上

1
8
～
3
9
歳

4
0
～
5
9
歳

6
0
歳
以
上

8
0
0
名

※
２
km
の
部
は
、「
親
子
ペ
ア
」の
み
と
し
ま
し
た
。

(注
) 
年
齢
は
、大
会
当
日
の
満
年
齢
と
し
ま
す
。

※
３
km
の
部
は
、一
般
も
出
場
で
き
る
よ
う
に「
中
学
生
以
上
」と
し
ま
し
た
。

※
ハ
ー
フ
の
部
に
高
校
生
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

参
加
規
約

※
参
加
者
は
下
記
の
参
加
規
約
に
必
ず
同
意
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
の
流
れ

申
込
受
付
開
始

申
込
締
切

参
加
案
内
、ゼ
ッ
ケ
ン
、参
加
賞
等
発
送

大
会
当
日

7
/1

9
/1

大
会
1
0
日
前
ま
で

1
1
/９
（
日
）

（
月
）

（
火
）

申
込
方
法

ht
tp
s:
//
ru
nn
et
.jp
/

９
/1
（
月
）

コ
ン
ビ
ニ
払
い

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
ほ
か

※
参
加
費
の
支
払
い
が
完
了
し
た
時
点
で
申
込
完
了
と
な
り
ま
す
。

6
.0
％

※
4
,0
0
0
円
未
満
  
2
4
0
円

申
込
方
法

申
込
締
切

エ
ン
ト
リ
ー
手
数
料

支
払
い
方
法

⑴
 申

込
み

に
つ

い
て

　
１

）
自

己
都

合
に

よ
る

申
込

後
の

種
目

変
更

・
キ

ャ
ン

セ
ル

・
権

利
譲

渡
・

名
義

変
更

は
で

き
ま

せ
ん

。
ま

た
、

過
剰

入
金

・
重

複
入

金
の

返
金

も
行

い
ま

せ
ん

。
　

２
）

参
加

者
が

未
成

年
の

場
合

は
、

保
護

者
の

同
意

を
得

て
申

し
込

み
し

て
く

だ
さ

い
。

⑵
 参

加
に

つ
い

て
　

１
）

参
加

者
は

事
前

に
健

康
診

断
を

受
け

る
な

ど
、

体
調

に
は

万
全

の
配

慮
を

し
た

う
え

で
参

加
し

て
く

だ
さ

い
。

万
が

一
の

事
故

に
備

え
て

保
険

証
は

必
ず

ご
持

参
く

だ
さ

い
。

参
加

者
の

マ
ラ

ソ
ン

保
険

は
主

催
者

が
一

括
で

加
入

し
ま

す
。

競
技

中
に

事
故

や
け

が
が

あ
っ

た
場

合
は

、
保

険
の

適
用

範
囲

内
で

補
償

し
ま

す
。

　
２

）
ゼ

ッ
ケ

ン
・

計
測

タ
グ

は
事

前
に

送
付

し
ま

す
の

で
、

大
会

当
日

に
ご

持
参

く
だ

さ
い

。
　

３
）自

家
用

車
で

ご
来

場
の

方
は

指
定

駐
車

場
に

駐
車

し
て

く
だ

さ
い

。
駐

車
の

際
は

誘
導

員
の

指
示

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
駐

車
場

内
で

の
事

故
等

に
つ

い
て

、
主

催
者

は
一

切
の

責
任

を
負

い
ま

せ
ん

。
　

４
）当

日
の

練
習

は
審

判
員

の
指

示
に

従
っ

て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、コ
ー

ス
内

で
の

試
走

は
禁

止
し

ま
す

。
　

５
）

主
催

者
（

審
判

員
、

医
療

ス
タ

ッ
フ

）
は

、
健

康
状

態
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

た
め

、
競

技
者

へ
声

掛
け

を
行

う
場

合
が

あ
り

ま
す

。
競

技
続

行
が

困
難

と
判

断
さ

れ
た

場
合

は
、主

催
者

の
指

示
に

従
い

、
直

ち
に

競
技

を
中

止
し

て
く

だ
さ

い
。

　
６

）
主

催
者

か
ら

の
安

全
管

理
・

大
会

運
営

上
の

指
示

に
従

っ
て

く
だ

さ
い

。
大

会
運

営
に

著
し

く
支

障
を

き
た

す
競

技
者

に
対

し
、

競
技

を
中

止
さ

せ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

　
７

）
会

場
内

に
貴

重
品

預
か

り
所

を
設

置
し

ま
す

。
　

８
）

選
手

の
着

替
え

・
荷

物
置

き
場

は
、

会
場

内
体

育
館

（
男

女
共

用
・

親
子

ペ
ア

）、
会

場
内

武
道

館
（

女
子

専
用

）
と

し
ま

す
が

、
荷

物
の

盗
難

・
紛

失
に

つ
い

て
、

主
催

者
は

一
切

の
責

任
を

負
い

ま
せ

ん
。

⑶
 開

催
可

否
・

中
止

判
断

に
つ

い
て

　
１

）
以

下
の

場
合

に
は

大
会

を
中

止
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
　

　
①

自
然

災
害

や
悪

天
候

に
よ

り
安

全
な

開
催

が
困

難
と

判
断

し
た

場
合

　
　

②
感

染
症

な
ど

の
感

染
拡

大
に

よ
り

、
安

全
な

開
催

が
困

難
と

判
断

し
た

場
合

　
　

③
申

込
人

数
が

定
員

の
５

割
に

達
し

な
い

場
合

　
２

）
申

込
期

限
ま

で
に

大
会

の
中

止
を

決
定

し
た

場
合

は
、

参
加

費
を

全
額

返
金

し
ま

す
が

、
そ

れ
以

降
に

中
止

を
決

定
し

た
場

合
は

、
経

費
等

を
差

し
引

い
た

金
額

を
返

金
し

ま
す

。

⑷
 そ

の
他

　
１

）
完

走
証

（
陸

連
登

録
者

は
公

認
記

録
証

）
は

W
EB

の
み

の
発

行
と

し
、

紙
面

で
の

発
行

は
行

い
ま

せ
ん

。
W

EB
発

行
は

、
大

会
当

日
の

17
：

00
以

降
に

栗
原

市
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
か

ら
発

行
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

な
お

、
大

会
当

日
の

記
録

速
報

は
、

順
次

、
会

場
内

「
速

報
掲

示
場

所
」

に
掲

示
し

ま
す

。
　

２
）

計
測

タ
グ

が
返

却
さ

れ
な

い
場

合
は

、
実

費
を

請
求

し
ま

す
。

　
３

）
会

場
内

で
の

モ
ラ

ル
・

マ
ナ

ー
違

反
や

妨
害

行
為

を
し

た
者

に
は

退
場

を
命

じ
、

次
回

以
降

の
大

会
の

参
加

を
お

断
り

す
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

　
４

）
写

真
・

ビ
デ

オ
等

の
撮

影
に

つ
い

て
は

、
本

人
、

関
係

者
の

承
諾

が
な

い
撮

影
を

禁
止

い
た

し
ま

す
。

　
５

）
宿

泊
施

設
案

内
を

希
望

さ
れ

る
方

は
、栗

原
市

観
光

物
産

協
会

（
電

話
０

２
２

８
-２

５
-４

１
６

６
）

へ
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
６

）
大

会
情

報
は

、栗
原

市
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

随
時

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
5
　
開
催
要
項

栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
5
　
開
催
要
項

【
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
】

主
催
者
は
、個
人
情
報
の
重
要
性
を
認
識
し
、個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
関
連
法
令
を
厳
守
し
、

主
催
者
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基
づ
き
、個
人
情
報
を
取
り
扱
い
ま
す
。大
会
参
加
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
目
的
と
し
、参
加
案
内
、記
録
通
知
、関
連
情
報
の
通
知
、次
回
大
会
の
案
内
、大
会
協
賛
、協
力
、関
係

団
体
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、記
録
発
表（
ラ
ン
キ
ン
グ
等
）に
利
用
い
た
し
ま
す
。大
会
出
場
中
の
映
像・

写
真・
記
事・
記
録
等
の
新
聞
、テ
レ
ビ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ット
・雑
誌
等
へ
の
掲
載
権
は
主
催
者
に
属
し
ま
す
。

TE
L：
02
28
-4
2-
35
14

メ
ー
ル
：
sh
ak
ai
ky
oi
ku
@
ku
rih
ar
ac
ity
.jp

受
付
時
間
／
9
：
0
0
～
1
7
：
0
0
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

大
会
詳
細
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
9
8
9
-5
17
1
 宮
城
県
栗
原
市
金
成
沢
辺
町
沖
2
0
0
番
地
【
金
成
庁
舎
2
階
】

栗
原
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

競
技
規
則

表
彰
等

ゲ
ス
ト

参
加
資
格

参
加
費

申
込
期
間

制
限
時
間

高
橋

　
千

恵
美

さ
ん
（
ミ
ズ
ノ
ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
、
栗
原
ド
リ
ー
ム
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
）

ほ
や

ド
ル

萌
江

さ
ん
（
石
巻
市
出
身
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

1
9
7
6
年
2
月
生
ま
れ
。
宮
城
県
栗
原
市
出
身
。
宮
城
・
聖
和
学
園
高
等
学
校
卒
業
。

ベ
ス
ト
記
録
は
、
3
0
0
0
m
で
9
分
1
4
秒
5
5
、
5
0
0
0
m
で
1
5
分
2
2
秒

6
4
、
1
0
0
0
0
m
で
3
1
分
2
7
秒
5
7
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
2
0
0
0
年
シ
ド
ニ
ー
大
会
に
出
場
、
1
0
0
0
0
m
で
1
5
位
。

世
界
陸
上
で
は
、
1
9
9
5
年
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
大
会
、
1
9
9
7
年
ア
テ
ネ
大
会
、

1
9
9
9
年
セ
ビ
リ
ア
大
会
と
3
大
会
連
続
出
場
。
1
9
9
9
年
セ
ビ
リ
ア
大
会
で
は

1
0
0
0
0
m
で
5
位
入
賞
。

ア
ジ
ア
大
会
で
は
1
9
9
8
年
タ
イ
大
会
で
1
0
0
0
0
m
で
銅
メ
ダ
ル
獲
得
。

2
0
1
3
年
「
管
理
栄
養
士
」
の
国
家
試
験
に
合
格
。
日
本
で
初
の
【
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

で
管
理
栄
養
士
】

と
し
て
、ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
技
指
導
に
加
え
、“
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
食
事
／
栄
養
に
つ
い
て
”

な
ど
の
講
演
活
動
も
全
国
で
実
施
中
。

宮
城
県
の
特
産
品
「
ほ
や
」
を
、
全
国
・
全
世
界
へ
と
P
R
す
る
た
め
、
ほ
や
の
ア
イ

ド
ル
「
ほ
や
ド
ル
」
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
Y
ou
Tu
be
な
ど
を
通
し
て
活
動
中
！

2
0
1
9
年
4
月
に
は
「
い
し
の
ま
き
観
光
大
使
」
に
就
任
。
現
在
は
「
株
式
会
社
ほ

や
い
ろ
」
を
立
ち
上
げ
、
ほ
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
ほ
や
い
ろ
な
ど
、
ホ
ヤ
に
関
連
し
た

商
品
の
発
売
も
行
っ
て
い
る
。

栗
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
も
出
場
経
験
が
あ
り
、
マ
ラ
ソ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲

「
4
2
.1
9
5
km
、
そ
の
先
へ
」
も
リ
リ
ー
ス
中
！

Administrator
タイプライターテキスト
５



 

「令和８年 栗原市二十歳
は た ち

を祝う会」について 
 

１ 趣  旨 大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます

ため、当該年度中に２０歳に達する方を対象に二十歳を祝う会を開催

する。さらに青年の活力を生かしたまちづくりに寄与することとし

「市民が創るくらしたい栗原」の一翼を担う。 

 

２ 開催日時 令和８年１月１１日（日） 

①式    典：午後１時から 

②記念ｱﾄﾗｸｼｮﾝ：午後１時３０分から 

               ゲスト お笑いタレント ゴルゴ松本 氏 

③写 真 撮 影：午後３時から 

④解     散：午後４時 

 

３ 会  場  栗原市若柳総合体育館（愛称：アスパル・わかやなぎ） 

住所：栗原市若柳字川南道伝前 125 番地 2  ☎32-3313 

 

４ 対象者数  ４６２人（男２４６人,女２１６人） 

※令和７年９月３０日現在 

        ※令和７年対象者５７２人、前年比△１１０人 

 

 

※参考 

式典対象者 

平成１７年４月２日から平成１８年４月１日生まれの方 

① 令和７年９月末現在で市内に住所を有している者（市外出身者含む） 

② 令和７年１０月１日以降に、市内に転入した者 

③市内出身者で出席を希望する者（市外在住者） 

②・③については申し込みが別途必要。１０月３１日（金）締切。 

 

 
 

記 者 会 見 資 料 

令和７年１１月７日 

教育部社会教育課 

電話：0228-42-3514 
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栗原市誕生２０周年記念給食（保育所・幼稚園）の実施について 

 

 栗原市誕生２０周年を記念し、自園で調理している公立の保育所、幼稚園及び認定

こども園において、栗原市の特産物や豊かな食材等を使用した記念給食を児童へ提供

します。 

 

記 

 

１ 給食提供日 令和７年１１月１３日（木）午前１１時５０分～ 

 

２ 献 立 内 容  

主食 ごはん（食材：栗原産新米（ひとめぼれ）使用） 

主菜 豚肉のアップルソースがけ（食材：栗原産の豚肉・リンゴ使用） 

副菜 なめこ和え（食材：栗原産なめこ・キャベツ等の野菜使用） 

   汁物 根菜のポトフ 

果物 みかん 

   ※食材の入荷状況により一部変更になる場合があります。 

 

３ 提 供 先 

   ・市内公立保育所 ８施設 

     築館保育所、栗駒保育所、高清水保育所、一迫保育所、瀬峰保育所 

     鶯沢保育所、金成保育所、志波姫保育所 

 ・市内公立幼稚園 ７施設 

   築館幼稚園、栗駒幼稚園、高清水幼稚園、瀬峰幼稚園、鶯沢幼稚園 

   金成幼稚園、志波姫幼稚園 

   ・公立認定こども園 １施設 

     若柳認定こども園 

 

４ 取材受入れ先 

   栗原市立築館幼稚園（栗原市築館伊豆一丁目５番１号） 

   令和７年１１月１３日（木）午前１１時まで、現地にお越しください。 

   なお、取材を希望される場合は、お手数をお掛けしますが、１１月１０日（月）

までに、子育て支援課（佐藤 泉）まで申し込みをお願いします。 

 

５ そ の 他  

市長が築館幼稚園で園児と一緒に試食します。 

 

 

定例記者会見資料 

令和７年１１月７日 

市民生活部子育て支援課 

TEL 0228-22-2360 
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※献立イメージ 
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栗駒山麓ジオパーク日本ジオパーク認定１０周年記念事業の実施について 

  

栗原市全体をエリアとする栗駒山麓ジオパークは、日本ジオパークの認定から 9 月４日で

ちょうど１０年を迎えました。この１０周年を契機に様々な記念事業を開催し、市民のジオ

パーク活動への益々の参画と、栗駒山麓ジオパーク活動の更なる飛躍を目指します。 

以下、１１月開催の認定１０周年記念事業を紹介します。 

 

１ 栗駒山麓ジオパーク認定１０周年記念フォーラムについて 

栗駒山麓ジオパークの認定１０周年を記念して、これまでどのような取り組みを行ってきた

のかを振り返り、ユネスコ世界ジオパークを目指すため、これからどのような活動を行っていく

のかを考えることを目的とした、大規模なフォーラムを開催します。 

記念講演では、世界的な課題となっている異常気象や気象災害をテーマとした天達武史気象

予報士による講演や、日本ジオパーク委員会委員長などによるユネスコ世界ジオパーク講演会、

のほか、東北地方９つのジオパークによるＰＲや体験ブースなども行います。 

このフォーラムを通して、ジオパーク活動への理解を高め、より多くの方々のジオパーク活動

への参画を促していくことを目的とします。 

 

・日 時  １１月２９日（土）午前１０時から午後３時まで 

（体験ブースは午後４時まで） 

・会 場  若柳総合文化センター（ドリーム・パル） 

・内 容  オープニングアトラクション 栗原市合唱連盟有志による合唱演奏 

        記念セレモニー 

        記念講演 天達 武史 気象予報士 

        事例紹介 日本ジオパーク委員会委員長 中田 節也氏 ほか 

        大抽選会 

        東北地方９つのジオパークによるＰＲ・体験ブース 

        ＮＵＲＩＫＡＫＩワークショップ 

        ゆるキャラ大集合 

        栗駒山麓のめぐみ、キッチンカーなどによる飲食・物産販売 

・その他  詳細は添付のリーフレットのとおり 

 

２ １２月以降のジオパーク認定１０周年記念事業について 

・事業名  栗駒山麓ジオパーク学習交流会２０２５ 

・日 時  １２月１９日（金）午前９時３０分から正午まで 

・会 場  栗原文化会館 大ホール 

・内 容  市内小中学校６校による今年度のジオパーク学習の取り組み発表 

栗原市定例記者会見資料 

令和７年１１月７日 

栗 原 市 商 工 観 光 部 

ジ オ パ ー ク 推 進 室 

TEL：0228-24-8836 
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土
曜
日

開会 10:00（開場 9:30）／終演 15:00（※展示や体験ブースは 16時まで実施します）

若柳総合文化センタードリーム・パル
〒989-5501　宮城県栗原市若柳字川北古川 83

会　場

主催　栗駒山麓ジオパーク推進協議会   ／   共催　栗原市   ／   協力　日本ジオパークネットワーク東北ブロック等
後援　日本ジオパーク委員会、日本ジオパークネットワーク、栗原市教育委員会　

開催日

栗駒山麓ジオパーク推進協議会事務局 (〒989-5372  宮城県栗原市栗駒松倉東貴船５番地 栗駒山麓ジオパークビジターセンター内 )
電　話：0228-24-8836/Email（代表）：info@kurikoma-geo.jpお問合せ

天達 武史気象予報士 氏
あ ま た つ　　  　 た け し

フジテレビ系列

参加無料
事前申込不要

先着500名

１０周年
記念グッズ
をプレゼント！
(無くなり次第終了 )

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
10
周
年
を
記
念
し
た

記
念
講
演
や
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
地
域
の

事
例
講
演
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

栗駒山麓ジオパ
ーク認定10年の

振り返りや

国内の世界ジオパ
ーク先進事例の紹

介 等

「サン！シャイ
ン」で活躍中！

「天気の達人アマタツと考える
   気候変動と気象災害への備え」
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〒989-5501  宮城県栗原市若柳字川北古川８３
会場

若柳総合
文化センタードリーム・パル

東
北
新
幹
線

東
北
自
動
車
道

４

４

・栗原市立
　若柳病院

・ミニストップ
くりでん・

ミュージアム

七十七銀行・

プログラム -Program-
オープニング 
・オープニングアトラクション
栗原市合唱連盟有志による合唱
・オープニングセレモニー
栗駒山麓ジオパークビジターセンター
のシアター映像予告編上映

開会宣言

認定 10年の振り返り
栗駒山麓ジオパーク推進協議会

ジオパークパートナーシップ
協定の締結

台湾行政院農業部農村発展及び
水土保持署南投分署との協定書の更新

リーブノートレイス
自治体連携協定締結

閉会の挨拶

大抽選会

国内のユネスコ世界ジオパーク
による先進事例講演

中田 節也 氏　日本ジオパーク委員会委員長 
日比野 剛 氏　
小原 北士 氏　Mine 秋吉台ジオパーク専門員  　

10:00

10:30

10:40

10:45

10:50

11:00

13:15

14:50

15:00

12:15-13:15 お昼休憩（60 min）

来場者に１０周年記念グッズ等
をプレゼント！

（栗駒山麓ジオパークオリジナルレベルブックほか）

記念講演 
天達 武史 氏（気象予報士）

白山手取川ユネスコ世界ジオパーク
事務局次長兼専門員

栗駒山麓ジオパーク認定

１０周年記念フォーラム
2025年 11月29日 土

開会 10:00（開場 9:30）／終演 15:00
開催日

記念講演     11:00-12:15

天達 武史
フジテレビ系列「サン！シャイン」に出演し
ている気象予報士の天達さんから、最近の異
常気象や気象災害への備えについて講演いた
だきます。天気の達人が語る最近の豪雨や台
風などの被害、その背景にあるとみられる地
球温暖化の情報などを聞いて、今後の気候変
動について一緒に考えてみましょう。

気象予報士

氏

　栗駒山麓ジオパークの認定 10 周年を記念して、これまでにどのような取り組みを
行ってきたのかを振り返り、ユネスコ世界ジオパークの認定を目指すため、これか
らどのような活動を行っていくのかを考えることを目的としたフォーラムを開催し
ます。世界的な課題となっている異常気象や気象災害をテーマとした記念講演や国
内のユネスコ世界ジオパークの活動事例講演ほか、さまざまな展示・体験ブースも
行います。ぜひご来場ください。

ブース出展
栗駒山麓を含む東北 9 地域のジオパーク、
栗駒山麓ジオパーク推進協議会参画団体に
よる体験 PRブース展示

NURIKAKI ワークショップ

ゆるキャラ大集合

オープニングアトラクション

栗原市合唱連盟有志による合唱

参加無料・事前申し込み不要

飲食出店

「栗駒山麓のめぐみ」認定店
によるお土産販売　
キッチンカー出店　ほか

先着500名

あまたつ たけし

主催　栗駒山麓ジオパーク推進協議会   ／   共催　栗原市   ／   協力　日本ジオパークネットワーク東北ブロック等
後援　日本ジオパーク委員会、日本ジオパークネットワーク、栗原市教育委員会　

若
柳
金
成
IC

「天気の達人アマタツと考える
   気候変動と気象災害への備え」
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月日 イベント名 開催場所・会場名（住所） 内容・時間・アクセス・駐車台数等 問い合わせ先 電話 備　　考

11月9日（日） くりでん乗車会 くりはら田園鉄道公園 【概要】

　栗原市誕生20周年を記念したくりでん乗車会を開催します。

　くりでん乗車会は、栗原市誕生20周年号が運行します。また、乗車された方には、

　20周年記念デザインの乗車券を配布いたします。

【時間】

　くりでんミュージアム　午前１０時～午後５時（最終入館は午後４時）

　乗車会イベント　午前１０時～午後４時（最終乗車は１５時３０分）

【料金】

　くりでんミュージアム入館料　一般：５００円・小中学生：３００円

　くりでん乗車会　小学生以上一律３００円

くりはら田園鉄道公園 0228-24-7961

11月16日（日） つきだて朝市 栗原市役所前

（栗原市築館薬師1-7-1）

【概要】

　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売します。

【時　間】

　１１月～１２月、午前６時３０分から午前８時まで

【開催日】

　４月から１２月の毎月第１、第３日曜日に開催

【その他】

　１２月末「暮れ市」を開催予定

築館朝市運営委員会 0228-23-6846

090-2271-9392

11月23日（日）

11月24日（月）

花山新そば祭り 道の駅路田里 はなやま

（自然薯の館）

【概要】

　「挽きたて」「打ちたて」「茹でたて」の三たてそばを提供

　秘湯の里花山の寒暖差のある地で育てた甘みのあるそばが味わえます。

【時間】

　午前10時30分から（そば粉がなくなり次第終了）

　※詳細については変更の場合あり。

自然薯の館 0228-56-2265

11月23日（日）

11月24日（月）

湖畔のみせ旬彩

いわな祭り

湖畔のみせ旬彩 【概要】

　いわなの塩焼き　１尾　６００円を５００円で提供

【時間】

　午前10時00分から（なくなり次第終了）

湖畔のみせ旬彩 0228-43-5111

（花山農山村

　交流センター）

11月29日（土） 栗駒山麓ジオパーク

認定10周年記念フォーラム

若柳総合文化センター

（ドリームパル）

【概要】

　栗駒山麓ジオパークが日本ジオパーク認定から10周年を迎える記念イベント

　　・基調講演

　　・交流協定事業調印式

　　・東北ジオパークからの出展　ほか

【時間】

　午前10時～午後4時

栗駒山麓ジオパーク

推進協議会

0228-24-8836

イベント情報の提供について【令和７年１１月～１２月】

記者会見資料

令和７年１１月７日

栗原市商工観光部田園観光課

TEL ０２２８－２４－７５５７

1
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月日 イベント名 開催場所・会場名（住所） 内容・時間・アクセス・駐車台数等 問い合わせ先 電話 備　　考

12月6日（土） くりでん乗車会 くりはら田園鉄道公園 【概要】

　栗原市誕生20周年を記念したくりでん乗車会を開催します。

　くりでん乗車会は、栗原市誕生20周年号が運行します。また、乗車された方には、

　20周年記念デザインの乗車券を配布いたします。

【時間】

　くりでんミュージアム　午前１０時～午後５時（最終入館は午後４時）

　乗車会イベント　午前１０時～午後４時（最終乗車は１５時３０分）

【料金】

　くりでんミュージアム入館料　一般：５００円・小中学生：３００円

　くりでん乗車会　小学生以上一律３００円

くりはら田園鉄道公園 0228-24-7961

12月7日（日）

１２月２１日（日）

つきだて朝市 栗原市役所前

（栗原市築館薬師1-7-1）

【概要】

　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売します。

【時　間】

　１１月～１２月、午前６時３０分から午前８時まで

【開催日】

　４月から１２月の毎月第１、第３日曜日に開催

【その他】

　１２月末「暮れ市」を開催予定

築館朝市運営委員会 0228-23-6846

090-2271-9392

12月19日（金） 栗駒山麓ジオパーク

学習交流会2025

栗原文化会館

（栗原市築館高田二丁目1番10

号）

【概要】

　栗駒山麓ジオパーク学習の成果を発表し合い、学習を通じて得た学び・発見を互いに教え

あい、交流をはかる場として、学習交流会を開催いたします。

【時間】

　午前9時30分～（調整中）

【内容】

　調整中

栗駒山麓ジオパーク

推進協議会

0228-24-8836

12月30日（火） つきだて朝市

（暮れ市）

栗原市役所前

（栗原市築館薬師1-7-1）

【概要】

　築館朝市は旬の野菜や花、三陸沿岸でとれた海産物などを販売します。

【時　間】

　１１月～１２月、午前６時３０分から午前８時まで

【開催日】

　４月から１２月の毎月第１、第３日曜日に開催

築館朝市運営委員会 0228-23-6846

090-2271-9392
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